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”我等の生業”Song

神野恭寿君（大竹敬一君ゲスト）Guest

Attendance

７７名 ９名 ８５．２５％会員 欠席 出席率

東海広光 会長President Time

皆さん、こんにちは。

ロータリークラブの例会には歌がつきものです。今日は

ロータリーソングについてお話をさせていただきます。ロ

ータリーソングは世界で140曲以上あると言われていま

す。日本には25曲あるそうです。ポール・ハリスが会長に

なったシカゴ・クラブは、従来の親睦を相互扶助の世界に

奉仕という全く異質なものが入って来たため、親睦が崩壊

してクラブは荒れに荒れるわけです。当然のことながら会

員の出席率も低下しました。この状況を見て、当時の初代

の親睦委員長であったウイリアム・ネフは「この状態があ

と1ヶ月続けば、このクラブも終わりだ。親睦委員長とし

、 」て 何とかこの状況を打開する手を打たなければならない

と考えました。その結果ハリー・ラグルスに対してクラブ

の雰囲気が奉仕の話でおかしくなった時には歌を歌ってほ

しいと要請したのであります。ハリー・ラグルスもこの要

請に応じてクラブの雰囲気が冷たくなると「諸君、歌を歌

おう Hell,fellows,Lets Sing」と言って、当時流行して

いた歌を何曲か音頭を取って歌って以来、クラブの団欒は

甦り、これが何年も続いて、例会での合唱はロータリーの

伝統となりました。初期のロータリアンは、歌を歌うこと

により童心と友情を取り戻し、奉仕の議論から解放されて

心と心を通わせることに成功したのであります。しかし、

当時のシカゴ・クラブではハリー・ラグルスが歌によって

親睦を盛り返すと、一方でポール・ハリスが奉仕の議論に

よって水を差す、という状況でありましたから、ポール・

ハリスの目的など実現する筈がありません。瞬く間に1年

の歳月が流れ、ポール・ハリスの任期が満了します。この

時、ポール・ハリスは大きな過ちを犯しました。それは会

長の留任でありました。皆の心が冷え切った状況の中でポ

ール・ハリスは第４代会長として留任しましたが、結局会

員の信頼を失って、1908年中頃に至り、会長職を投げ打

つという悲惨な出来事になって事態に決着がつけられるこ

とになります。この後ハリー・ラグルスが会長を引き継ぐ

こととなります。ポール・ハリスはロータリーソングの効

用を四つあげています。友愛を深める、気分を和らげる、

音楽への関心が深まる、歌の内容と例会の目的がマッチす

れば話題が盛り上がると言っています。日本では1920年

６月 ６日（第２１５４回）Today

担当 大竹敬一 国際奉仕委員長

演題 国際大会報告

６月１３日（第２１５５回）Next Week

担当 立松絹久 プログラム委員長

演題 卓話

「津島神社から伊勢神宮まで100㎞歩いて」

東海広光 会長



（大正9年）10月20日、東京に初めてRCが創立され、続

、 、 、 、 、 、 、 、いて大阪 神戸 名古屋 京都 横浜 京城 広島 大連

奉天、ハルピン、台北と設立されました。この頃、例会で

歌う歌は全て英語の歌詞でした。そこで、日本語によるロ

ータリーソングの作成の要望が強くなってきました。193

0年、神戸の地区大会で奉天RCの提案による「日本語のロ

」 。 、ータリーソングを作ること が採択されました 1935年

京都で地区大会が開催され、募集した新作の日本語による

ロータリーソング 「奉仕の理想」と「我らの生業」の発表、

が行われました。この2つはロータリーソングの代表的な

もので、リズムも多少スローテンポで厳粛さがにじみ、身

の引き締まる感があるので通常地区大会や地区協議会でよ

く合唱されます 「我らの生業」は入会したての頃、歌詞の。

中にある「平和親睦 （やわらぎむつみ）を大きな声で「へ」

」 。いわしんぼく と歌い大恥をかいたことが思い出されます

昭和26年にロータリーソング「手に手つないで」が作られ

ました。これは昭和27年7月から、日本のロータリーが2

つの地区に分かれるという事態に当たり、これからも友情

、 、 。を確かめ合い 手に手つないでいこう 誓い合って歌です

「それでこそロータリー」も古く、昭和28年に誕生してい

ます。

児玉憲之 幹事Secretary Report

１ 次週5月30日（月）は定款による休会です。次回例会

は6月6日（月）になります。

２ 山田尊久さんが第1回米山功労者に寄付されました。

３ 次年度会報ファイルのご案内

※希望者は事務局まで。

卓 話

「須成祭とその広域性について」

蟹江町歴史民俗資料館

学芸員 大野麻子さん

●はじめに

本日は、このような機会をいただき、ありがとうござい

ます。今回私は、現在、蟹江町でいちばんホットな話題と

もいえる、須成祭についてお話をさせていただきたいと思

います。お話を聞いていただくことで、須成祭について、

こんな一面もある祭りなのか、とその奥深さを知っていた

だき、親しみを感じていただけるとうれしいです。

●国指定重要無形民俗文化財「須成祭」

須成祭は、蟹江町北部の須成地区で行われる祭で、8月

第1土曜日に宵祭・翌日曜日に朝祭が行われることで知ら

れています。昭和53年に蟹江町指定、同55年に県指定、

平成14年には国から記録作成の措置を講ずべき無形の民俗

文化財に選択されました。これをうけ記録作成事業を実施

したところ、平成24年に国指定重要無形民俗文化財となっ

たのです そして現在 国が 全国33の国指定の祭りを 山。 、 、 「

・鉾・屋台行事」としてユネスコ無形文化遺産に向けて申

、 。請しており 須成祭もこれに含まれることとなったのです

ユネスコ無形文化遺産登録に関しては、今年の11月28日

から12月2日に、エチオピアで開催される会議で登録の可

否が決定されるということです。愛知県からは都道府県最

多の、５つの祭りが候補になっており、連携をとって登録

に向けた活動をおこなっています。

須成祭の国指定や、ユネスコ無形文化遺産登録への動き

については、地域の方々が伝統を守って続けてこられたた

まものだといえます。夏の川祭りといえば尾張津島天王祭

。 、を真っ先に思い浮かべる方も多いかと思います 須成祭も

尾張津島天王祭の流れを汲む祭りであり、歴史も規模も津

島の方が勝りますが、須成祭には須成祭ならではの個性や

伝統があり、それが評価されたのです。

●須成祭の概要と特徴

須成祭は、冨吉建速神社（とみよしたけはやじんじゃ ・）

八剱社（はちけんしゃ）両社の祭礼として行われます。8

月に行われる宵祭では巻藁船が、朝祭では車楽船が蟹江川

に浮かびます。須成祭は今も自然の川を舞台に行なわれて

いる祭りです。そのため、川に架かる橋も祭りと大きく関



わってきます。巻藁船は飾橋（かざりばし 、という橋で提）

、 （ ）灯が飾り付けられ 神社の脇にある天王橋 てんのうばし

へと向かいます。飾橋と天王橋の間には御葭橋（みよしば

し）という橋があります。船が近づくと橋はあがり、船が

ゆっくりと橋を通過すると祭りは最高潮をむかえます。昔

はこの場所に橋はなかったのですが、橋が架けられた際、

祭りのために跳ね上げる橋が作られたという、大変珍しい

ものです。宵祭が終わると、夜中のうちに船は飾りを替え

て人形をのせ、和紙で作った梅花・桜花で飾られます。そ

して朝を迎えると宵祭同様、飾橋から天王橋まで船は川を

進みます。

冨吉建速神社・八劔社本殿

祭船には50人以上の人たちが乗り込みます。そのなかで

舞台に乗り主役を務めるのが稚児たちです。一稚児、二稚

児、一なす、二なす、大太鼓、小太鼓として、その年に選

ばれた6名の子どもたちが役割を務めます。稚児は神様の

よりましとしての存在であり、座っているだけですが、な

、 。 、 、すや大太鼓 小太鼓は囃子を演奏します 笛以外は 毎年

その年に選ばれた子どもが初めての演奏をするのです。船

に乗る子どもたちは、祭りの3週間前の「稚児定め」とい

う行事で選ばれます。この行事が須成祭の最初の行事とさ

れていて、ここからさまざまな行事が10月まで続き、その

期間が約100日あることから別名100日祭りと呼ばれてい

ます。

葭流し

須成祭の国指定やユネスコ無形文化遺産申請の名称は 須「

成祭の車楽船行事と神葭流し」となっています。ここから

は、神葭流し（みよしながし）について解説します。天王

、 。祭りや須成祭は 夏の疫病退散を願って行われる祭りです

川の氾濫などで夏に疫病がしばしば流行ったため、川に茂

る葭をご神体として祭り、これに災いを託して川に流した

のです。ご神体となる葭は朝祭の一週間前の「葭刈」で刈

ってこられます。今でも、白装束に身を包んだ若衆が手こ

ぎの船に乗って蟹江川を下り、葭を刈ってきます。船から

若衆が縁起物の「ちまき」を投げながら進みますが、これ

を受け取り食べると夏病みしないとされています。刈って

こられた葭は束ねて神葭にされ、祭りの間神社の拝殿の奥

の祭文殿にまつられます。そして、朝祭が終わると翌日の

早朝に「神葭流し」が行なわれ、災厄を託して流されるの

です。かつては実際に川へ流し、どこかに漂着すると、そ

の地域で引き上げて祀ったそうですが、今は１週間川に浮

かべ、神社の境内に作った棚に祀られます。この棚の御神

（ ） 、葭様 おみよしさま は8月中旬から10月下旬まで祀られ

須成区の人たちは当番で毎晩参拝するのです。秋祭りには

10月下旬、御神葭様は棚から下ろして燃やされ、須成祭の

全ての行事が終わるのです。これらの神葭流しに関わる行

事を地元の人たちによって伝統を守り続けてこられたとい

うのも、須成祭が評価されているところです。



葭刈船からちまきを投げる若衆

●須成祭の広域性

こうして数々の行事で構成される須成祭は、須成の地域

の人たちの手で伝統が守られてきました。その一方で、周

辺の地域のとの関わりも深いというのが須成祭のもう一つ

の特徴でもあります。

舟入での葭刈舟の歓迎

葭刈では、須成を出発し、今地区、城地区、舟入地区を

通過し蟹江川の河口まで下っていきます。近年では、河口

の舟入地区で歓迎をうけ、舟入区の役員と挨拶を交わして

います。そして、かつての葭刈場の地主であった弥富市の

亀ヶ地と四郎兵衛に挨拶してから、蟹江町鍋蓋新田の日光

。 、 、川岸の葭を刈って須成に戻るのです また 神葭流しでは

かつては須成から流した葭が各地に流れ着いたという記録

もあります。時には満ち潮にのったのか、上流の七宝の川

部へたどり着き、川部の若者がそれを引き上げて棚を作り

。 、お祭りしたということもあったそうです そのほかに下田

桂、神尾などでも神葭が流れ着き祭りをやったと伝えられ

ています。さらに、名古屋市港区須成町は、須成の神葭が

流れ着いたことから須成という地名がついたという伝承も

あります。

須成祭が行なわれる前には、神社の境内に砂を撒いて清

める作業が行なわれます。今は購入した砂が使われていま

すが、かつては蟹江川上流の金岩まで船で行って川砂を取

ってきて撒いていたそうです。

砂入れ

須成祭が行なわれる冨吉建速神社・八剱社は須成地区だ

、 、 、 、けでなく 北はあま市の北端 南は飛島 西は鍋田川手前

東は庄内川手前まで崇敬圏があり、広い地域の人から信仰

を集めていました。今も、蟹江町内外の関係自治会からの

祭りに参列される方々がいらっしゃいます。

須成祭は、須成の方々の手によって伝統が守られてきた

祭りであるとともに、周囲の地域の人々の支えがあって続

けてこられた祭でもあります。これからも、海部地域から

世界へ発信できる伝統ある祭りとして、誇りに感じていた

だき、須成祭を応援していって欲しいと思います。



ニ コ ボ ッ ク ス

ご投函有り難うございます

東海広光 会長

・神野恭寿さん、ようこそあまRCへ。心より歓迎申し上げます。

・蟹江町歴史民俗資料館学芸員大野麻子さん、本日の卓話、よろしくお願いいたします。

・今年度新会員研修会にご参加の皆様、お疲れ様でした。鈴木正徳君、ご指導有り難うございました。楽しい会でした。

・木田駅南ロータリーに巡回バス用ベンチを寄贈いたしました。贈呈式ご出席の皆様、有り難うございました。

・海部地区心身障害児者保護者会連合会の総会に出席し、助成金をお渡しいたしました。会員の皆様によろしくと言うこと

でした。

・あま日曜日の会ご参加の皆様、お疲れ様でした。天気も良く楽しい1日でした。

西川広樹 副会長

・鈴木正徳君、研修会有り難うございました。

児玉憲之 幹事

・第4回新会員研修会に参加の皆様、お疲れ様でした。

山田尊久君

・蟹江町歴史民俗資料館、学芸員の大野麻子さん、須成祭についての卓話、よろしくお願いいたします。

・長女が結婚しました。嬉しさと寂しさと複雑です。

北島奈穂子君

・暑いですね。

栗木和夫君

・あま日曜日の会ゴルフコンペ参加の皆様、暑かったですね。西川君、高山君、有り難う。最愛の妻と美味しい夕食をいた

だきました。

・大変嬉しい事が続きます。感謝。

山田幸治君

・大きなチロリアンランプの花、4㎝以上をNHKで放映してくれました。

・3メートルもあるサボテンに花が10輪咲きました。100輪咲いたら見事だと思います。

・名工大の機関誌5月号に「63年前の思い出」が掲載されました。

大竹敬一君

・今日はゲストで神野さんに来ていただきました。よろしくお願いします。

藤田秀樹君

・新人研修会、急遽欠席して申し訳ございませんでした。しっかり自習しておきます。

家田安啓君

・鈴木正徳君、研修有り難うございました。勉強になりました。

板津和博君

・昨日のゴルフコンペで、1発だけドライバーが滅茶苦茶飛びました。我ながらビックリ。

黒野晃太郎君

・大学の同窓会、盛り上がりました。

宮下忠克君

・久々の夫婦ゴルフ。奥様80台、私３ケタ。仙台出張で牛タン食べたのに！ああ～～。

水野 眞君

・無駄な事に多忙。生かされている事に感謝です。

大西晃弘君

・藤田秀樹君、藤田隆志君、先日は有り難うございました。

酒井和雄君

・町内八坂町の八坂神社で大祭。人手最高の賑わいでした。

田中正博君

・昨日、春日井CCで、十数年振りに1.5Rプレーしました。少々疲れましたが、まだまだ体力あると自信がつきました。

投函件数17件 合 計 ８３，０００円


